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ベトナムの村人と共に歩む

二
〇
一
四
年
六
月
一
七
日　

開
催

ベ
ト
ナ
ム
の
村
人
と
共
に
歩
む
―
涙
あ
り
、
笑
い
あ
り
の
地
域
づ
く
り 

伊
能
ま
ゆ

■
講
演
者
…
…
伊
能
ま
ゆ
（
特
定
非
営
利
活
動
法
人Seed to 

Table

代
表
）

■
司　

会
…
…
岩
井
美
佐
紀
（
本
学
ア
ジ
ア
言
語
学
科
教
授
）

本
稿
は
二
〇
一
四
年
六
月
一
七
日
に
神
田
外
語
大
学
に
て
発
表
さ
せ

て
頂
い
た
内
容
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
ベ
ト
ナ
ム
の
概
要

と
農
業
や
農
村
の
課
題
を
記
述
し
、
そ
れ
ら
の
課
題
に
対
しSeed to 

Table

（
以
下
、
Ｓ
Ｔ
Ｔ
と
略
す
）
が
取
り
組
ん
で
い
る
活
動
を
紹
介
す

る
。
最
後
に
今
後
の
ベ
ト
ナ
ム
の
農
村
へ
の
支
援
や
国
際
協
力
の
あ
り

方
を
展
望
す
る
。

１
．
ベ
ト
ナ
ム
の
概
要

ベ
ト
ナ
ム
は
人
口
が
約
九
〇
〇
〇
万
人
、
国
土
面
積
が
三
二
万
九
〇

〇
〇
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
そ
し
て
、
南
北
に
細
長
い
国
で
あ
る
。
日

本
と
異
な
り
、
ベ
ト
ナ
ム
は
五
四
の
民
族
グ
ル
ー
プ
が
暮
ら
す
多
民
族

国
家
で
あ
り
、
中
国
の
各
王
朝
、
フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
と
長
期

に
わ
た
る
戦
争
を
戦
い
ぬ
き
、
社
会
主
義
体
制
を
維
持
し
て
き
た
。
本

項
で
は
、
主
に
現
代
の
経
済
政
策
の
変
化
と
農
村
に
住
む
人
々
の
暮
ら

し
へ
の
影
響
に
つ
い
て
記
述
す
る
。

市
場
経
済
の
導
入
と
経
済
格
差

ベ
ト
ナ
ム
の
近
現
代
史
は
戦
争
に
つ
ぐ
戦
争
の
歴
史
で
あ
る
。
長
期

に
わ
た
る
戦
争
に
よ
っ
て
、
人
々
の
暮
ら
し
は
疲
弊
し
て
い
た
が
、
個

人
の
自
由
な
裁
量
に
よ
っ
て
生
産
・
販
売
が
で
き
な
い
計
画
経
済
が
実

践
さ
れ
、
人
々
の
労
働
意
欲
が
減
退
し
、
生
産
性
が
低
く
な
り
、
一
九

八
〇
年
代
に
は
深
刻
な
経
済
の
停
滞
を
招
い
た
。
こ
の
状
況
を
打
開
す

べ
く
、
一
九
八
六
年
に
ド
イ
モ
イ（
刷
新
）政
策
が
打
ち
出
さ
れ
、
市
場

経
済
が
導
入
さ
れ
た
。
自
分
の
農
地
で
収
穫
で
き
た
生
産
物
を
市
場
に

売
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
農
家
は
、
生
産
意
欲
を
強
く
刺
激

さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
コ
メ
の
輸
入
国
で
あ
っ
た
ベ
ト
ナ
ム
が
、
一

九
八
九
年
に
実
質
的
に
コ
メ
を
輸
出
し
始
め
た

（
１
）こ

と
か
ら
も
わ
か
る
。

ド
イ
モ
イ
政
策
以
降
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
か
け
て
、
ベ
ト
ナ
ム
は
目
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覚
し
い
経
済
発
展
を
遂
げ
た
。
例
え
ば
、
一
九
九
八
年
は
海
外
か
ら
の

直
接
投
資
額（
以
降
、
Ｆ
Ｄ
Ｉ
と
略
す
）が
四
八
億
ド
ル
、
輸
出
額
は
九

三
億
ド
ル
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
八
年
に
は
そ
れ
ぞ
れ
六
四
〇
億
ド
ル
、

六
二
九
億
ド
ル
に
ま
で
増
加
し
た
。
二
〇
〇
八
年
に
生
じ
た
食
糧
危
機

や
金
融
危
機
の
影
響
を
受
け
、
Ｆ
Ｄ
Ｉ
や
輸
出
額
は
減
少
し
た
が
、
一

人
当
た
り
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
は
一
九
九
八
年
の
三
五
九
ド
ル
か
ら
二
〇
一
三

年
に
一
九
六
〇
ド
ル

（
２
）へ

と
増
え
て
い
る
。

こ
の
急
激
な
経
済
成
長
の
中
で
、
新
た
な
経
済
格
差
が
生
じ
た
。
特

に
山
岳
地
域
に
住
む
少
数
民
族
や
人
口
の
六
割
を
占
め
る
農
家
の
暮
ら

し
を
改
善
す
る
た
め
、
ベ
ト
ナ
ム
政
府
は
飢
餓
撲
滅
・
貧
困
削
減
の
た

め
の
国
家
目
標
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
組
み
、
海
外
か
ら
の
支
援
事
業
も

多
く
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
ベ
ト
ナ
ム
の
貧
困
率
は
一
九
九
八
年

の
三
七
％
か
ら
二
〇
一
三
年
に
は
七
・
六
％
ま
で
下
が
っ
た

（
３
）。

確
か
に
、

各
地
域
の
農
村
を
歩
く
と
、
イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
、
物
質
的
に
も
豊

か
に
な
っ
た
と
感
じ
る
。
し
か
し
、
実
際
の
農
家
の
暮
ら
し
は
ど
う
な

の
だ
ろ
う
か
。

伊能まゆ氏

司会の岩井美佐紀先生
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農
村
に
お
け
る
課
題

ベ
ト
ナ
ム
は
世
界
有
数
の
農
産
物
輸
出
国
で
あ
り
、
農
業
大
国
で
あ

る
。
人
口
の
七
割
が
農
村
に
住
み
、
六
割
が
農
業
を
営
む
が
、
農
家
の

多
く
は
小
規
模
経
営
だ
。
北
部
の
紅
河
デ
ル
タ
で
は
九
二
・
四
七
％
の
農

家
の
経
営
規
模
が
〇
・
五ha

未
満
で
あ
る
が
、
土
地
を
持
た
な
い
世
帯

の
割
合
は
〇
・
七
％
に
止
ま
る
。
一
方
、
南
部
の
メ
コ
ン
デ
ル
タ
で
は
、

三
五
・
〇
九
％
の
農
家
の
経
営
規
模
は
〇
・
五ha

未
満
、
四
〇
・
三
九
％

の
農
家
の
経
営
規
模
は
〇
・
五ha

以
上
二ha

未
満
で
あ
る
が
、
土
地

を
持
た
な
い
世
帯
の
割
合
は
一
四
・
二
四
％
に
上
る

（
４
）。

小
規
模
農
家
の
多
く
は
稲
作
や
野
菜
栽
培
、
家
畜
の
肥
育
な
ど
を
組

み
合
わ
せ
て
お
り
、
個
々
の
生
産
量
は
小
さ
い
。
中
間
商
人
に
直
接
、

農
産
物
を
販
売
し
て
お
り
、
買
取
価
格
は
低
い
。
農
薬
等
の
値
段
が
上

昇
し
て
い
る
一
方
で
、
農
産
物
の
値
段
が
低
く
利
益
が
小
さ
い
。
輸
出

用
の
農
産
物
は
、
生
産
か
ら
加
工
、
販
売
に
か
か
る
一
連
の
過
程
に
お

い
て
品
質
を
保
つ
こ
と
が
で
き
ず
、
他
国
と
競
争
で
き
な
い
品
目
が
多

い
。
一
方
、
農
地
を
持
た
な
い
貧
困
層
は
日
雇
い
労
働
に
出
て
生
計
を

立
て
て
い
る
が
、
労
働
日
数
が
安
定
せ
ず
、
生
活
は
困
難
を
極
め
て
い

る
。
さ
ら
に
、
農
薬
等
の
過
剰
利
用
な
ど
に
よ
っ
て
、
食
料
や
生
活
用

水
を
得
て
い
た
自
然
資
源
が
汚
染
さ
れ
、
利
用
で
き
な
く
な
っ
て
き
て

い
る
。
こ
う
し
た
理
由
か
ら
、
農
村
に
住
む
多
く
の
人
々
の
暮
ら
し
は
、

む
し
ろ
、
自
然
資
源
の
汚
染
な
ど
に
よ
っ
て
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
る

と
言
え
る
。

２
．
農
村
の
人
々
と
共
に
歩
む

こ
れ
ま
で
記
述
し
て
き
た
ベ
ト
ナ
ム
の
農
村
の
課
題
に
対
し
て
、
Ｓ

Ｔ
Ｔ
が
ど
の
よ
う
な
目
的
と
手
法
に
よ
っ
て
活
動
を
実
施
し
て
い
る
の

か
、
具
体
的
に
ベ
ト
ナ
ム
北
部
の
山
岳
地
域
に
あ
る
ホ
ア
ビ
ン
省（「
省
」

は
日
本
の
都
道
府
県
に
あ
た
る
）
と
ベ
ト
ナ
ム
南
部
の
メ
コ
ン
デ
ル
タ

に
あ
る
ベ
ン
チ
ェ
省
を
事
例
と
し
て
み
て
い
く
。

ま
ず
、
Ｓ
Ｔ
Ｔ
が
目
指
し
て
い
る
こ
と
は
、
人
々
の
暮
ら
し
を
支
え

る
自
然
資
源
、
地
域
の
伝
統
や
文
化
、
固
有
の
タ
ネ
な
ど
を
守
り
、
活

か
し
て
い
く
こ
と
で
暮
ら
し
を
豊
か
に
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
を
次
世
代

に
伝
え
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
い
う
な
れ
ば
、
地
域
の
資
源
を
活
用
し

た
「
地
域
づ
く
り
」
へ
の
支
援
で
あ
る
。「
地
域
づ
く
り
」
と
は
、
そ
の

地
域
に
住
む
人
々
が
、
外
部
か
ら
来
た
「
よ
そ
者
」
の
視
点
や
経
験
を

う
ま
く
取
り
入
れ
な
が
ら
、
自
ら
地
域
を
良
く
し
て
い
く
た
め
の
活
動

を
実
践
す
る
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
Ｓ
Ｔ
Ｔ
は
関
わ
る
地
域

の
人
々
が
ど
の
よ
う
に
暮
ら
し
を
改
善
し
て
い
き
た
い
の
か
を
話
し
合

い
、「
黒
子
」
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う
、
協
力
方
法
を
考
え
、
実

施
し
て
い
る
。

ホ
ア
ビ
ン
省
タ
ン
ラ
ッ
ク
郡
で
の
活
動

ホ
ア
ビ
ン
省
タ
ン
ラ
ッ
ク
郡
は
ベ
ト
ナ
ム
の
首
都
ハ
ノ
イ
よ
り
約
一

二
五km
離
れ
た
山
岳
地
域
に
あ
る
。
ム
オ
ン
民
族
が
人
口
の
八
五
％

を
占
め
て
お
り
、
彼
ら
は
伝
統
的
に
水
稲
を
植
え
、
家
畜
を
飼
い
、
森
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を
上
手
に
活
か
し
な
が
ら
、
暮
ら
し
て
き
た
。

近
年
、
こ
の
地
域
で
は
換
金
作
物
と
な
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
サ
ト
ウ

キ
ビ
が
栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
高
収
量
が
見
込
め
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
種
と
化
学
肥
料
や
除
草
剤
等
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た

め
、
過
去
一
〇
年
の
間
に
、
多
く
の
在
来
種
が
消
え
、
川
の
汚
染
に
よ
っ

て
水
浴
び
や
洗
濯
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
こ
う
し
た
現
状
の
改
善
を
望

む
各
行
政
村（
以
降
、
村
と
記
載
す
る
）の
人
民
委
員
会（
日
本
の
村
役

場
に
あ
た
る
）
や
青
年
団
、
さ
ら
に
農
家
の
グ
ル
ー
プ
と
共
に
様
々
な

活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

ま
ず
、
二
〇
〇
九
年
よ
り
、
在
来
の
稲
を
守
り
た
い
と
考
え
て
い
る

村
人
の
グ
ル
ー
プ
と
共
に
各
村
で
在
来
の
稲
の
品
種
を
調
べ
た
。
村
ご

と
に
少
な
く
と
も
二
〇
種
類
以
上
の
在
来
種
が
過
去
に
存
在
し
、
現
在
、

二
〜
五
種
類
が
残
っ
て
い
る
が
、
多
く
が
劣
化
で
味
や
収
量
が
以
前
よ

り
も
落
ち
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
結
果
か
ら
、
村
ご
と
に
在

来
の
稲
の
品
種
を
選
び
、
劣
化
し
て
い
る
タ
ネ
の
復
元
に
取
り
組
ん
だ
。

二
〇
一
一
年
ま
で
に
五
種
類
の
在
来
の
稲
の
復
元
を
終
え
た
。
二
〇
〇

九
年
に
は
一
八
世
帯
が
取
り
組
み
、
二
〇
一
一
年
に
は
一
一
三
世
帯
に

増
え
、
現
在
も
各
世
帯
が
在
来
の
稲
を
植
え
続
け
て
い
る
。

ま
た
、
二
〇
一
〇
年
よ
り
青
年
達
と
村
の
自
然
を
調
べ
、
記
録
し
、

そ
れ
ら
を
活
か
し
た
観
光
コ
ー
ス
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
例
え

ば
、
村
で
使
っ
て
い
る
水
が
ど
こ
か
ら
来
て
、
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
、

汚
水
が
ど
こ
へ
流
れ
て
い
く
の
か
を
調
べ
た
。
こ
の
調
査
後
、
あ
る
村

で
は
、
川
の
汚
染
を
懸
念
し
、
ト
イ
レ
を
設
置
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
水
や
森
に
棲
む
生
き
物
を
調
べ
、
標
本
や
情
報
シ
ー
ト
を
製

作
し
た
り
、
地
元
で
取
れ
る
食
材
を
用
い
た
伝
統
的
な
料
理
コ
ー
ス
を

開
発
す
る
な
ど
、
青
年
た
ち
が
自
ら
ガ
イ
ド
と
な
っ
て
村
の
魅
力
を
紹

介
す
る
た
め
の
準
備
を
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
二
〇
一
一
年
よ
り
有
志
の
農
家
グ
ル
ー
プ
が
有
機
農
業
を

実
践
し
、
自
ら
品
質
を
管
理
し
、
流
通
業
者
や
消
費
者
と
協
力
し
て
生

産
物
を
販
売
す
る
試
み
を
開
始
し
た
。
現
在
、
地
豚
、
地
鶏
、
ザ
ボ
ン

が
有
機
農
法
に
よ
っ
て
育
て
ら
れ
、
市
場
価
格
よ
り
一
五
〜
二
〇
％
高

く
販
売
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
二
〇
一
五
年
に
は
野
菜
が
販
売
さ
れ
る

水に棲む生き物の標本を作っている青年達
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見
通
し
で
、
農
家
グ
ル
ー
プ
の
数
も
増
え
て
い
る
。
今
後
は
青
年
団
と

協
働
で
環
境
に
配
慮
し
た
地
域
づ
く
り
を
実
践
す
る
地
域
と
し
て
、
ハ

ノ
イ
な
ど
へ
紹
介
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

ベ
ン
チ
ェ
省
ビ
ン
ダ
イ
郡
で
の
活
動

ベ
ン
チ
ェ
省
ビ
ン
ダ
イ
郡
は
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
よ
り
約
一
二
〇km

離

れ
て
お
り
、
周
囲
を
メ
コ
ン
川
の
支
流
に
囲
ま
れ
て
い
る
。
か
つ
て
は

コ
コ
ナ
ツ
栽
培
と
稲
作
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
一
五
年
ほ
ど
前
よ
り
エ

ビ
の
養
殖
や
他
の
果
樹
栽
培
が
盛
ん
に
な
り
、
多
額
の
現
金
収
入
を
得

た
農
家
と
農
地
経
営
に
失
敗
し
て
土
地
を
手
放
し
、「
土
地
な
し
層
」
に

な
っ
た
元
農
家
と
の
経
済
的
な
格
差
が
広
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
農
薬

等
の
過
剰
使
用
に
よ
り
、
水
源
や
土
壌
が
汚
染
さ
れ
、
特
に
貧
困
層
の

暮
ら
し
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｔ
Ｔ
は
ビ
ン
ダ
イ
郡
に
て
二
〇
一
〇
年
よ
り
土
地
を
持
た
な
い
貧

困
世
帯
や
小
規
模
農
家
を
対
象
と
し
た
生
計
改
善
の
た
め
の
活
動
を
実

施
し
て
き
た
。
ま
ず
、
対
象
村
に
行
政
村
と
行
政
村
を
構
成
す
る
集
落

の
代
表
か
ら
成
る
「
村
づ
く
り
委
員
会
」
を
設
立
し
、
彼
ら
と
共
に
計

画
を
立
て
、
実
施
す
る
体
制
を
整
え
た
。
活
動
の
目
的
は
、
環
境
に
負

荷
を
か
け
ず
、
貧
困
層
や
小
規
模
農
家
の
生
活
に
か
か
る
支
出
を
減
ら

し
、
現
金
収
入
を
増
や
す
こ
と
で
あ
る
。
自
宅
周
辺
の
小
さ
な
土
地
と

在
来
の
資
源
を
活
用
し
な
が
ら
ア
ヒ
ル
や
鶏
を
育
て
、
家
庭
菜
園
を
営

む
た
め
の
持
続
的
農
業
技
術
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
ア
ヒ
ル
・

鶏
銀
行
を
設
立
し
、
貧
困
世
帯
が
資
金
を
借
り
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
り
、

支
出
入
の
管
理
を
行
う
帳
簿
を
支
援
し
、
帳
簿
の
付
け
方
に
つ
い
て
研

修
を
行
っ
た
。

し
か
し
、
全
て
の
村
の
村
づ
く
り
委
員
会
や
貧
困
世
帯
が
同
じ
よ
う

に
成
果
を
得
た
訳
で
は
な
か
っ
た
。
ア
ヒ
ル
や
鶏
の
ヒ
ナ
代
を
借
り
た

の
で
は
な
く
、
支
援
さ
れ
た
と
勘
違
い
し
た
貧
困
世
帯
に
対
し
、
村
づ

く
り
委
員
会
が
き
ち
ん
と
説
明
せ
ず
、
結
果
と
し
て
資
本
を
回
収
で
き

な
い
村
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
ア
ヒ
ル
が
死
亡
し
た
た
め
、
ヒ
ナ
代
の
返

済
を
拒
む
世
帯
が
出
た
。
そ
の
た
め
、
各
村
や
貧
困
世
帯
に
対
し
て
均

等
に
支
援
を
行
う
の
で
は
な
く
、
ア
ヒ
ル
や
鶏
の
肥
育
で
現
金
収
入
が

上
が
っ
た
貧
困
世
帯
と
ア
ヒ
ル
・
鶏
銀
行
の
運
営
を
し
っ
か
り
行
っ
て

い
る
村
づ
く
り
委
員
会
に
対
し
、
優
先
的
に
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

例
え
ば
、
ア
ヒ
ル
や
鶏
の
肥
育
で
現
金
収
入
が
増
加
し
た
貧
困
世
帯

が
、
貧
困
か
ら
完
全
に
脱
却
す
る
た
め
に
必
要
な
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
つ

い
て
、
貧
困
世
帯
や
村
づ
く
り
委
員
会
と
話
し
合
っ
た
。
そ
し
て
、
ア

ヒ
ル
や
鶏
の
肥
育
規
模
を
大
き
く
し
た
り
、
牛
銀
行
を
設
立
し
て
メ
ス

の
牛
を
貸
し
出
し
た
り
、
乾
季
の
水
不
足
を
軽
減
す
る
た
め
の
簡
易
貯

水
タ
ン
ク
を
支
援
し
た
。
二
〇
一
〇
年
か
ら
二
〇
一
四
年
ま
で
に
約
九

〇
〇
世
帯
が
活
動
に
参
加
し
、
現
金
収
入
が
増
加
し
た
世
帯
は
三
二
％

か
ら
七
六
％
へ
と
上
昇
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
対
象
村
以
外
の
村
や
地
域
か
ら
も
同
様
の
活
動

を
実
施
し
て
欲
し
い
、
と
い
う
希
望
が
出
さ
れ
て
い
る
他
、
貧
困
問
題
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を
担
当
す
る
ベ
ン
チ
ェ
省
労
働
・
傷
病
兵
・
社
会
局
が
主
催
す
る
会
議

に
村
づ
く
り
委
員
会
が
招
聘
さ
れ
、
他
地
域
の
代
表
へ
経
験
を
伝
え
た

り
、
労
働
・
傷
病
兵
・
社
会
局
が
同
様
の
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
を
検

討
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
他
、
貧
困
層
の
中
に
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
中
に
ア
メ
リ
カ
軍
に
よ
っ

て
散
布
さ
れ
た
枯
葉
剤
の
影
響
に
よ
る
障
害
を
も
っ
た
人
々
も
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
各
村
の
村
づ
く
り
委
員
会
と
共
に
各
世
帯
を
訪
問

し
、
障
害
の
度
合
い
や
家
族
構
成
な
ど
を
勘
案
し
て
、
必
要
と
さ
れ
る

支
援
を
適
宜
、
行
っ
て
い
る
。

３
．
今
後
に
向
け
て

ベ
ト
ナ
ム
は
ド
イ
モ
イ
政
策
後
、
経
済
の
建
て
直
し
と
発
展
に
邁
進

し
て
き
た
。
そ
し
て
、
二
〇
〇
七
年
に
Ｗ
Ｈ
Ｏ
へ
加
盟
し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環

太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協
定
）に
は
早
期
に
参
加
を
表
明
す
る
な
ど
、

国
際
的
な
枠
組
み
の
中
で
自
国
の
経
済
を
発
展
さ
せ
よ
う
と
努
力
し
、

国
内
で
生
じ
た
経
済
格
差
や
貧
困
問
題
に
も
真
摯
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

そ
の
努
力
は
一
部
が
実
っ
た
が
、
今
後
、
国
際
的
な
競
争
が
増
す
中
で
、

自
国
の
農
業
や
農
家
の
暮
ら
し
を
ど
の
よ
う
に
守
り
、
発
展
さ
せ
て
い

く
の
か
が
問
わ
れ
る
。

帳簿の付け方を学んでいる貧困世帯

「牛銀行」から牛を借りている貧困世帯
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ベトナムの村人と共に歩む

人
口
の
約
六
割
を
占
め
る
農
家
は
、
大
部
分
が
小
規
模
経
営
で
あ
る
。

ベ
ト
ナ
ム
で
は
一
般
的
に
支
援
は
規
模
が
大
き
い
方
が
良
い
と
さ
れ
、

物
資
の
支
援
も
好
ま
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
し
か
し
、
小
規
模
農
家
や
貧

困
層
に
と
っ
て
、
必
要
な
も
の
は
大
金
や
機
械
で
は
な
い
。
お
金
と
知

識
を
ど
の
よ
う
に
組
み
合
わ
せ
て
生
計
を
立
て
て
い
け
ば
良
い
か
。
良

質
の
農
産
物
を
作
り
、
加
工
な
ど
で
付
加
価
値
を
つ
け
る
た
め
に
は
何

が
必
要
か
。
そ
う
い
っ
た
ソ
フ
ト
な
部
分
へ
の
支
援
こ
そ
が
必
要
と
さ

れ
て
い
る
。

Ｓ
Ｔ
Ｔ
の
活
動
は
い
ず
れ
も
小
規
模
・
小
額
の
支
援
で
あ
り
、
物
資

の
支
援
よ
り
も
人
々
の
能
力
向
上
を
通
じ
た
地
域
の
持
続
的
な
発
展
を

目
指
し
て
い
る
。
こ
の
方
法
は
時
間
が
か
か
り
、
成
果
も
す
ぐ
に
見
え

な
い
た
め
、
活
動
の
本
質
的
な
意
義
を
す
ぐ
に
理
解
し
て
も
ら
え
な
い

こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
繰
り
返
し
に
な
る
が
、「
地
域
づ
く
り
」
は
そ

の
地
域
に
住
む
人
々
が
、
一
人
ひ
と
り
の
智
恵
と
労
力
と
少
し
の
お
金

を
出
し
合
っ
て
、
主
体
的
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
、
持
続
的
な
発
展
に

は
繋
が
ら
な
い
。
急
が
ば
回
れ
。
Ｓ
Ｔ
Ｔ
と
ベ
ト
ナ
ム
の
人
々
の
長
い

道
の
り
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。
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